
Keyword

地域のイベントなどにおいて、プロジェクションマッピングの
活用は進んでいますが、アートやエンターテイメントでの使用
に限られています。当研究室では、アートやエンターテイメント
分野でのプロジェクションマッピングの活用と並行して、誘導
案内等でも、プロジェクションマッピングの技術は有効活用で

きると考え、効果的な視覚情報伝達の形を模索しています。本
研究では、実際のイベントにおいてプロジェクションマッピング
の技術を活用した情報伝達の実証実験を行うことによって、
特に夜間時や混雑時における、効果的かつ公共性の高い情
報伝達を行うための手法の確率を目指しています。

地域イベントにおける
プロジェクションマッピング手法を
用いた情報提供について

期待される活用シーン

研究シーズの紹介

その他の研究テーマ

プロジェクターを活用した
視覚情報伝達

●夜間のイベントなどで視認性の高い情報伝達が可能
●映像投影技術の活用で状況に合わせた情報提供が実現可能

Point

●混雑する夜間のイベントでは、
欲しい情報が手に入りにくい。
歩きスマホは危ないし…。

夜間でも明るく見やすく、状況
に合わせて必要な情報が取得
できます。

会議などで使用する小型プロ
ジェクターなどでも運用可能なた
め、気軽に情報伝達を行えます。

●夜間イベントなどで、状況に
合わせ必要な情報を分かりや
すく来場者に伝えたい。

地域イベント、映像投影、視覚情報伝達デザイン

モーショングラフィックスを用いたビジュアルコミュニケーションに関する研究
デジタルサイネージに関する研究

芸術学部
ソーシャルデザイン学科

准教授

岩田 敦之

関門海峡花火大会（2019）での情報提供 学内イベントでの情報提供

Keyword

経営戦略にデザインを組み込んだ企業が注目されており、
業績的にも成果を収めてきています。「日本ブランド」の強みで
あった「生産性」「品質」といった優位性が失われつつありま
す。一方、「欧米のブランド」は独自性を軸に顧客との関係を
長きにわたり構築してきています。顧客は歴史的にデザイン視
点を重視してきましたが、日本と欧米の間で経営戦略面でデ

ザインの位置づけや活用の手法が大きく異なっています。近
年、日本企業もこれに気付き、デザインに投資を行い、デザイ
ンによるブランドづくりに取り組み始めています。本研究を通し
て、企業活動におけるブランドづくりとデザイン戦略の関係や
最近の動向を明らかにし、今後の地域産業のブランディングに
貢献していきます。

グローバル企業のデザイン戦略研究
による地域産業のブランド開発提案

研究シーズの紹介

■代表的な日米欧のグローバル企業のデザイン戦略研究
 　VWグループ、 TOYOTAグループ、GMグループ、ダイムラーグループ、BMWグループ、FORDグループ
■デザイン開発研究提案
　超小型モビリティ、次世代GTカー

デザイン提案例

その他の研究テーマ

ブランド戦略策定
～各商品のデザイン開発

●ブランディング視点から商品デザインの課題を抽出します。
●ブランディング視点から商品デザインの企画開発提案を行います。

Point

●たくさんの事業や製品がある
がデザインで事業の特徴を出
したい
　（例：アガペファーム）

全商品のデザイン体系の課題を
解決し、個々のデザインの開発
提案を行う。

将来の事業を考えた商品パッ
ケージから流通で用いる包装ま
でのトータルなブランドデザイン
提案を行う。

●製品や技術はあるが商品とし
て魅力をあげたい
　（例：食品計画）

芸術学部
ソーシャルデザイン学科

教授

北島 己佐吉

期待される活用シーン

ブランド戦略、デザイン企画開発、デザインプロデュース

ブランド戦略
（ポジショニング）

VWグループのデザイン戦略研究

デザイン開発手法
（デザイン言語）

ブランドデザイン
（デザイン表現）
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